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終
わ
り
な
き
記
憶
の
旅

デ
・
キ
リ
コ
展

六
月
一
日(

金)

〜
二
十
四
日(

日)

会
期
中
無
休

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

主
催
　
北
國
新
聞
社
・
日
本
経
済
新
聞
社
・
石
川
県
立
美
術
館



陣
羽
織
と
は
、
武
士
が
合
戦
の
時
、
具
足
の
上
に
着
用
し
た

外が
い

被ひ

で
す
。
室
町
時
代
中
期
頃
よ
り
用
い
ら
れ
、
具
足
羽
織
や

陣
胴
服
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
形
は
一
般
に
袖
な
し
の
も
の

が
多
く
広
袖
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
普
通
の
羽
織
を
陣

中
で
着
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
威
厳
を
示
す
た
め
人
目

を
引
く
羽
織
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
場
に
お
い

て
寒
さ
や
雨
露
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
動
き
や
す
さ
を

求
め
て
、
ま
た
、
存
在
誇
示
や
応
接
の
際
に
威
厳
を
示
す
た
め

に
、
当
時
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
シ
ャ
や
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
の
新

し
い
素
材
を
使
用
し
て
、
南
蛮
的
嗜
好
が
強
く
反
映
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
も
の
や
、
奇
抜
と
も
い
え
る
自
由
な
意
匠
に
よ
る
陣
羽

織
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
陣
羽
織
も
実
用
的
な
も
の
か
ら
儀
礼
的

な
服
装
に
変
化
し
装
飾
的
要
素
が
強
く
な
り
、
前
田
家
歴
代
藩

主
の
陣
羽
織
も
、
華
や
か
な
色
彩
、
大
胆
で
奇
抜
な
意
匠
の
も

の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

丸
龍
に
八
卦
文
陣
羽
織
（
左
下
写
真
）

こ
の
陣
羽
織
は
十
四
代
藩
主
慶
寧
よ
し
や
す

所
用
で
、
白
ラ
シ
ャ
地
に

背
の
紅
日
の
丸
に
、
力
を
象
徴
す
る
龍
を
刺
繍
し
、
裾
に
は
八は
っ

卦け

文
が
切
嵌
技
法
で
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
卦
は
直
線
の
変
化

表
現
で
、
右
か
ら
観
世
音
、
普
賢
、
文
殊
、
勢
至
の
菩
薩
を
表

し
て
い
ま
す
。

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

― 2 ―

石川県立美術館だより　第212号

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集
｜色とかたち｜

歴代藩主の陣羽織
5月31日（木）～6月24日（日）

今
回
の
展
示
で
、
最
初
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
絵
画
に
つ
い
て
タ
イ
ト
ル
を
「
中
国
の
絵
画
」

と
し
な
が
ら
、
一
部
に
狩
野
派
な
ど
日
本
の
漢
画
系
画
派
に
よ

る
、
中
国
の
故
事
を
画
題
と
し
た
も
の
や
、
中
国
の
表
現
様
式

の
影
響
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
作
品
も
交
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
展
示
予
定
作
品
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
何
卒
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
作
品
と
純
粋
な
中
国
の

絵
画
を
並
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
芸
術
文
化
の
展
開

を
、
歴
史
的
に
再
認
識
す
る
よ
い
機
会
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
確

か
に
あ
り
ま
す
。

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
お
い
て
芸
術
作
品
の

成
立
は
、
日
常
性
の
「
ケ
」
に
対
す
る
、
非
日
常
性
、
祝
祭
性

と
し
て
の
「
ハ
レ
」
を
重
要
な
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

中
国
の
文
物
が
伝
統
的
に
国
産
の
も
の
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
た

の
は
、
遠
方
よ
り
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
希
少
性
が
、
非

日
常
性
の
意
識
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
に
お

い
て
中
国
の
表
現
様
式
を
模
倣
し
た
も
の
が
、
造
形
芸
術
の
諸

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
の
背
景

と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
展
示
を
と
お
し
て
、
中
国
の
文
化
が
日
本
の

芸
術
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
、
非
日

常
性
を
感
じ
さ
せ
る
心
情
的
な
距
離
が
、
日
中
の
人
的
、
物
的

交
流
の
頻
度
か
ら
、
近
す
ぎ
ず
、
遠
す
ぎ
ず
、
ち
ょ
う
ど
芸
術

的
想
像
力
が
展
開
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
距
離
で
あ
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
、
伝
世
し
、
歴
史
的
に
賞
翫
さ
れ
て
い
る
中
国
の

文
物
は
、
ま
ず
日
本
の
美
意
識
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
村
瀬
博
春
　
学
芸
主
査
）

※
常
設
展
示
室
の
観
覧
料
は
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

中国の絵画と工芸
5月31日（木）～6月24日（日）

県
指
定
文
化
財
　
存
星
梅
竹
双
鳥
図
盆
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企画展示室（第7～9展示室）
終わりなき記憶の旅

デ・キリコ展
6月1日（金）～24日（日）会期中無休
主催／北國新聞社・日本経済新聞社・石川県立美術館
後援／イタリア大使館・日本におけるイタリア2001年財団・石川県・金沢市

石川県日伊協会・(財)石川県芸術文化協会・(財)石川県美術文化協会
NHK金沢放送局・テレビ金沢・エフエム石川・ラジオかなざわ
ラジオこまつ・ラジオななお・金沢ケーブルテレビ放送

協賛／協和発酵　協力／日本航空

現
実
に
は
あ
り
え
な
い
不
思
議
な
風
景
を
描
き
「
形

而
上
絵
画
」
の
創
始
者
と
な
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・

キ
リ
コ
（
一
八
八
八
〜
一
九
七
八
）。
二
十
世
紀
の
イ

タ
リ
ア
美
術
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
な
じ
み
深
い
作
家

の
ひ
と
り
で
あ
り
、
マ
グ
リ
ッ
ト
、
ダ
リ
、
デ
ル
ヴ
ォ

ー
な
ど
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
成
立
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
な
ど
、
近
代
的
芸
術
概
念
の
確
立
に
大

き
く
貢
献
し
た
画
家
で
す
。
し
か
し
、
理
想
の
絵
画
を

求
め
、
前
衛
か
ら
古
典
、
そ
し
て
ま
た
前
衛
へ
と
、
大

き
な
円
を
描
く
よ
う
に
変
転
し
た
そ
の
画
業
は
、
謎
と

孤
独
に
彩
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

Ⅰ
　
一
九
一
〇
年
代
の
絵
画

―
都
市
・
マ
ネ
キ
ン
・
内
部
と
外
部

こ
の
時
期
、
デ
・
キ
リ
コ
は
、
パ
リ
と
フ
ェ
ツ
ラ
ー
ラ
（
イ

タ
リ
ア
）
で
後
に
「
形
而
上
絵
画
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
幾
何
学
図
形
で
構
成
さ
れ
た
人
物
、
落
ち
着
か
な
い
不
安

な
空
間
な
ど
、
謎
に
満
ち
た
世
界
を
描
き
出
し
ま
す
。

Ⅱ
　
一
九
二
〇
年
代
―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
パ
リ

一
九
二
五
年
、
デ
・
キ
リ
コ
は
、
パ
リ
に
落
ち
着
き
、
有
力

な
画
商
た
ち
の
知
己
を
得
、
ま
た
詩
人
達
の
支
持
を
受
け
る
な

ど
、
も
っ
と
も
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト

と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
　
一
九
三
〇
年
代
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

間
奏
曲
―
リ
ト
グ
ラ
フ

成
功
と
失
敗
、
空
間
と
時
間
の
旅
、
こ
の
年
代
は
イ
タ
リ
ア

へ
の
愛
情
と
幻
滅
の
十
年
間
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
征
服
の

時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

Ⅳ
　
一
九
四
〇
か
ら
五
〇
年
代
―
バ
ロ
ッ
ク
と
ロ
マ
ン
主
義
の
実
験

第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
と
直
後
、
デ
・
キ
リ
コ
は
作
品
の

様
式
と
文
化
的
な
興
味
、
関
心
に
変
化
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
に
固
執
せ
ず
、
む
し
ろ
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ジ

ェ
リ
コ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
や
エ
ル
・
グ
レ
コ
な
ど
に
関
心
を
抱
き

ま
す
。

Ⅴ
　
一
九
六
〇
か
ら
七
〇
年
代
―
起
源
へ
の
回
帰

「
新
形
而
上
絵
画
」
の
時
代
。
デ
・
キ
リ
コ
は
一
九
一
〇
年

代
の
テ
ー
マ
を
再
び
取
り
上
げ
、
パ
リ
を
フ
ェ
ツ
ラ
ー
ラ
に
、

広
場
を
マ
ネ
キ
ン
に
、
そ
し
て
記
憶
を
夢
に
組
み
合
わ
せ
た
作

品
な
ど
、
過
去
の
「
主
題
の
変
奏
」
を
行
う
作
品
を
発
表
し
ま

す
。

Ⅵ
　
紙
に
書
か
れ
た
作
品

デ
・
キ
リ
コ
の
素
描
作
品
は
、
し
ば
し
ば
油
絵
と
し
て
完
成

さ
れ
ず
、
結
果
的
に
独
特
の
独
立
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅶ
　
舞
台
美
術

舞
台
装
置
と
舞
台
衣
装
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
。
そ
れ
ら
は
、

常
に
舞
踏
の
イ
メ
ー
ジ
に
翻
訳
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
こ
の
時
期
の
素
描
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

以
上
、
本
展
覧
会
は
形
而
上
絵
画
の
原
点
と
さ
れ
る
一
九
一

〇
〜
二
〇
年
代
の
作
品
か
ら
、
様
々
な
形
態
を
模
索
し
、
変
貌

と
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら
原
点
に
回
帰
し
た
晩
年
ま
で
の
作
品
約

百
点
を
、
七
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
、
謎
に
満
ち
た
デ
・
キ
リ
コ

芸
術
の
軌
跡
を
た
ど
る
も
の
と
し
て
展
覧
い
た
し
ま
す
。

（
末
吉
守
人
　
普
及
課
長
）

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一般
1,200円

中・高生
800円

小学生
500円

一般
900円

中・高生
500円

小学生
300円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

月
桂
樹
と
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
あ
る
月
明
り
の
自
画
像

一
九
二
二
年
頃
　
個
人
蔵

月
と
太
陽
　
一
九
七
二
年
頃

水
彩
・
テ
ン
ペ
ラ
・
紙
　
個
人
蔵
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
ー
色
と
か
た
ち
ー
歴
代
藩
主
の
陣
羽
織

鳴
渡
月
に
波
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
五
代
綱
紀
つ
な
の
り

所
用

黄
無
地
陣
羽
織
　
　
　
　
　
　
　
　
五
代
綱
紀
所
用

鳴
渡
月
に
波
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
六
代
吉
徳
よ
し
の
り

所
用

牡
丹
獅
子
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
　
七
代
宗
辰
む
ね
と
き

所
用

日
の
出
に
立
波
文
陣
羽
織
　
　
　
　
八
代
重し
げ

●ひ
ろ

所
用

市
松
に
唐
花
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
十
代
重
教
し
げ
み
ち

所
用

紅
羅
紗
白
梅
文
下
唐
更
紗
陣
羽
織
　
十
四
代
慶
寧
よ
し
や
す

所
用

丸
龍
に
八
卦
文
陣
羽
織
　
　
　
　
　
十
四
代
慶
寧
所
用

鉄
百
二
十
間
甲
冑
　
　
　
　
　
　
　
十
四
代
慶
寧
所
用

甲
州
四
将
図

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

色
絵
鯉
藻
文
平
鉢

色
絵
壺
割
花
鳥
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

特
集
　
中
国
の
絵
画
と
工
芸

鷲
図

陳
子
和

松
に
鶴
図

□
松
樹
禽
鳥
図
　
狩
野
永
徳
様
式

李
白
観
瀑
図

狩
野
安
信

帰
去
来
図
　
　
渓
訪
戴
図

狩
野
友
益

○
□
四
季
耕
作
図

久
隅
守
景

青
磁
鳳
凰
耳
付
杓
立
　
龍
泉
窯

青
磁
浮
菊
文
花
入
　
　
龍
泉
窯

褐
釉
花
文
瓶
　
　
　
　
磁
州
窯

白
地
鉄
絵
牡
丹
文
壺
　
磁
州
窯

□
存
星
梅
竹
双
鳥
図
盆

色
絵
祥
瑞
花
鳥
文
輪
花
皿

色
絵
祥
瑞
牡
丹
文
輪
花
皿

南
京
赤
絵
海
浜
人
物
図
皿

南
京
赤
絵
仙
桃
鹿
猿
図
皿

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

毛
皮
の
椅
子

円
地
信
二

蜘
蛛
の
糸

鴨
居
　
玲

画
室
に
て

高
光
一
也

プ
リ
ズ
ム
分
光
画

西
田
洋
一
郎

作
品
ー6904

ー2

埜
谷
次
郎

見
透
せ
ぬ
窓A

前
田
さ
な
み

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

南
　
政
善

SA
L
O
M
E

宮
本
三
郎

双
樹

村
田
省
蔵

催
眠
術'85

（
羊
）

吉
田
冨
士
夫

特
集
　
石
川
洋
画
の
先
駆
者
達

ロ
コ
コ
に
想
う

飛
鳥
哲
雄

街

飯
森
定
省

高
原

伊
東
　
哲

花

出
島
春
光

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
部
屋

藤
井
外
喜
雄

彫
塑
・
造
形

若
い
都
会
の
女

畝
村
直
久

雨
あ
が
り

川
岸
要
吉

去
り
ゆ
く
夏

銭
亀
賢
治

春
葩

田
中
　
昭

途

野
畠
耕
之
介

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

陶
芸

陶
製
モ
ザ
イ
ク
平
安
図
飾
筥

北
出
塔
次
郎

双
魚
文
壺

中
村
翠
恒

釉
裏
金
彩
牡
丹
唐
草
文
鉢

吉
田
美
統

漆
工

平
文

ひ
ょ
う
も
ん
輪
彩
提
盤

大
場
松
魚

沈
金
猫
文
「
け
は
ひ
」
飾
筥

前
　
大
峰

菱
文
蒔
絵
平
卓

ひ
ら
し
ょ
く

松
田
権
六

染
色

□
色
絵
鶉
草
花
図
平
鉢
　
古
九
谷

鷲
図
　
陳
子
和

画
室
に
て
　
高
光
一
也

春
葩
　
田
中
　
昭

双
魚
文
壺
　
中
村
翠
恒

常設展示室

主な展示作品
5月31日（木）～6月24日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品

□＝石川県指定文化財
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◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

文
化
財
現
地
見
学
に
参
加
し
た
い
！

文
化
財
現
地
見
学
は
い
つ
頃
実
施
さ
れ
る

の
で
す
か
。
ま
た
、
参
加
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

文
化
財
現
地
見
学
は
、
九
月
下
旬
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
一
泊
二
日
の
日
程
で
実
施
し
て
い

る
ま
す
。
年
一
回
だ
け
の
開
催
で
す
が
、
各
地

の
美
術
館
巡
り
や
、
観
光
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
た
、

普
通
の
旅
行
で
は
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
い
場

所
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
自
主
企
画
な
ら
で
は

の
コ
ー
ス
設
定
で
、
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
行
き
先
は
関
西
方
面
が
多
く
、
通
算
三
十

回
目
と
な
っ
た
昨
年
度
は
、「
乙
訓
・
洛
南
の

文
化
財
を
訪
ね
て
」（
見
学
地
は
京
都
の
乙
訓

寺
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
、
安

楽
寿
院
、
法
界
寺
な
ど
）
と
題
し
て
十
月
中
旬

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
が
毎
回
大
変
多
い
た

め
、
実
施
一
週
間
前
に
参
加
希
望
者
全
員
の
立

会
い
の
も
と
、
厳
正
な
抽
選
に
よ
り
参
加
者

（
四
十
五
名
）
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
抽
選
会
参
加
者
以
外
の
方
の
お
申
し
込
み
は

お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
も
く
じ
運
（
！
）

が
強
く
、
毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
見
学
先
、

実
施
期
日
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実

施
予
定
月
の
前
月
に
発
行
さ
れ
る
美
術
館
だ
よ

り
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら

く
お
待
ち
下
さ
い
。

友
禅
白
地
紫
陽
花
文
訪
問
着
「
清
裳
」

羽
田
登
喜
男

菱
文
蒔
絵
平
卓
　
松
田
権
六

ボ
ク
サ
ー
　
坂
根
克
介

神
韻
大
香
炉
　
高
橋
介
州

欅
造
盛
器
　
川
北
良
造

友
禅
白
地
紫
陽
花
文
訪
問
着
「
清
裳
」

羽
田
登
喜
男

柄
分
一
本
縞
付
下

中
　
儀
延

譜

堀
　
友
三
郎

金
工

砂さ

張は
り

銅
鑼

金
岡
宗
幸

神
韻
大
香
炉

高
橋
介
州

白
銅
浮
彫
「
豊
穣
な
る
ラ
イ
ン
」

蓮
田
修
吾
郎

木
竹
工

欅
造
盛
器

川
北
良
造

竹
組
長
角
盆

橋
本
仙
雪

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
飾
棚

氷
見
晃
堂

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

水
炎

上
田
珪
草

春
の
女
神

梅
川
三
省

虞
美
人
図

越
塚
友
邦

龍
田
姫
之
図

紺
谷
光
俊

ボ
ク
サ
ー

坂
根
克
介

光

鹿
見
喜
陌

遙
か

中
出
信
昭

お
ぼ
ろ
夜

中
町
　
進

二
人

中
村
　
徹

拾
牛
図

橋
本
関
雪

舳
倉
島
夕
礁

羽
根
万
象

流

曲
子
光
男

坂
に
建
つ
街

山
本
知
克

※
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
主
な
展
示
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各

室
で
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。（
第
1
展
示
室
は
色
絵
雉
香
炉
二
点
の
み
）。



六
月
下
旬
に
輪
島
市
で
開
催

今
年
の
移
動
美
術
展
は
、
輪
島
市
の
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術

館
で
催
さ
れ
ま
す
。
輪
島
で
は
第
二
巡
目
の
展
覧
会
で
、
今
回

は
県
文
の
色
絵
百
花

散
双
鳥
図
平
鉢
な
ど

古
九
谷
三
点
を
含

め
、
古
美
術
か
ら
近

現
代
美
術
ま
で
の
陶

芸
・
金
工
・
日
本

画
・
油
彩
画
・
彫
刻

の
全
五
十
四
点
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

当
館
の
古
九
谷
が
能
登
で
展
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
今
か
ら
話
題
を
呼
び
そ
う
で
す
。
輪
島
は
も
ち
ろ
ん
、
能

登
各
地
か
ら
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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□色絵百花散双鳥図平鉢
古九谷

第
31
回
日
彫
北
陸
展

六
月
二
十
九
日（
金
）〜
七
月
三
日（
火
）

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

日
本
彫
刻
会
は
、
清
新
に
し
て
健
全
な
る
芸
術
の
振
興
を
期

し
、
公
募
に
よ
る
日
彫
展
を
開
催
し
、
一
貫
し
て
新
人
の
育
成

と
造
形
芸
術
の
向
上
に
力
を
尽
し
て
い
ま
す
。
本
展
は
、
四
月

に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
し
た
第
三
十
一
回
日
彫
展
の
作
品
か

ら
、
芸
術
院
会
員
を
は
じ
め
日
彫
会
役
員
の
秀
作
、
受
賞
作
を

中
心
と
す
る
基
本
作
品
六
十
点
と
、
石
川
・
富
山
在
住
の
会
員
、

一
般
の
地
元
作
品
四
十
点
、
計
百
点
を
選
び
展
示
し
ま
す
。

橋
本
堅
太
郎
（
芸
術
院
会
員
・
理
事
長
）
の
「
希
」
な
ど
、
わ

が
国
を
代
表
す
る
作
品
が
そ
ろ
い
、
地
元
で
は
、
得
能
節
朗
（
北

陸
日
彫
会
長
）
の
「
祭
だ
、
祭
だ
…
」、
努
力
賞
を
受
賞
し
た
中

川
伸
明
（
石
川
）
の
「
バ
ン
ダ
ナ
の
女
」
な
ど
を
公
開
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
五
〇
〇
円

大
高
生
三
〇
〇
円

中
小
生
二
〇
〇
円

（
団
体
料
金
は
各
一
〇
〇
円
引
き
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
弥
生
二
―
一
六
―
二
八

得
能
節
朗

1
〇
七
六
―
二
四
二
―
七
五
五
四

企
画
展
示
室

旧
石
川
県
美
術
館
の
設
立
は
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
の
県
財

政
の
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
当
時
の
田
谷
た

や

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ
知
事
が
、
県

民
の
強
い
要
望
を
受
け
入
れ
て
、
全
力
投
球
で
建
設
し
た
た
め

か
、
思
い
入
れ
が
殊
の
外
深
く
、
そ
の
所
管
は
ず
っ
と
知
事
部

局
の
総
務
課
に
置
か
れ
て
い
た
。
従
っ
て
『
だ
よ
り
』
第
二
一

〇
号
で
述
べ
た
如
く
博
物
館
法
で
い
う
教
育
委
員
会
の
所
管
で

な
い
た
め
、「
相
当
施
設
」
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
昭
和
三
十
七
年
末
に
田
谷
知
事
が
急
逝
し
、
同
三
十
八

年
一
月
の
豪
雪
の
最
中
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
中
西
陽
一
副
知

事
（
当
時
）
が
当
選
し
て
知
事
と
な
っ
た
。

中
西
知
事
は
、
い
う
な
れ
ば
自
治
省
出
身
の
官
僚
で
あ
り
、

法
に
合
わ
せ
て
行
政
は
執
行
す
べ
し
と
の
考
え
方
か
ら
、
美
術

館
は
同
年
四
月
一
日
付
で
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
所
管
と

な
り
、
晴
れ
て
「
登
録
博
物
館
」
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
社
会
教

育
の
機
関
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
企
画
展
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
加

賀
藩
主
で
あ
っ
た
前
田
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
東
京
の
前
田
育

徳
会
が
収
蔵
す
る
美
術
品
の
公
開
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
四
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
、
北
陸
中
日
新
聞
と
共

催
で
、
初
め
て
全
面
的
な
公
開
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
記
録
を
見
て
み
る
と
、
国
宝
十
六
点
、
重
文
二
十
一
点
を

含
む
計
百
十
一
点
の
豪
華
な
内
容
で
あ
り
、
初
め
て
全
館
を
使

用
し
て
開
催
し
、
入
場
者
も
四
万
人
と
い
う
新
記
録
を
作
っ
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
11

登
録
博
物
館
と
な
っ
て

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

―
没
後
10
年
―
　
高
光
一
也
展

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―
　
茶
道
美
術
名
品
図
録

二
、
五
〇
〇

加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
　
瑞
龍
寺
展

二
、
三
〇
〇

15
〜
20
世
紀
の
ロ
シ
ア
美
術
　
イ
コ
ン
と
絵
画

二
、
〇
〇
〇

日
本
の
わ
ざ
と
美
展
　
―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

墨
の
表
情
　
―
近
代
日
本
画
に
み
る
名
作
―

一
、
八
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
―
創
造
へ
の
思
考
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開

欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

没
後
15
年
　
一
期
は
夢
よ

鴨
居
玲
展

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！

貸
出
中
の
所
蔵
品

輪
花
「
花
器
」

大
樋
長
左
衛
門
（
年
朗
）

計
一
点

展
覧
会

現
代
日
本
美
術
を
築
い
た
作
家
展
　
2

会
　
期

五
月
十
九
日（
土
）〜
七
月
八
日（
日
）

会
　
場

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館
（
山
梨
県
中
富
町
）

！！

会
　
場

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

会
　
期

六
月
二
十
三
日（
土
）〜
七
月
二
日（
月
）

入
場
料

一
般
二
〇
〇
円

主
な
展
示
作
品

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢
　
古
九
谷

□
鉄
打
出
鳩
置
物
　
山
田
宗
美
作

他
五
十
二
点

□
＝
県
指
定
文
化
財

移
動
美
術
展
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初
期
の
ガ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
は
伝
統
的
な
ロ
コ
コ
様
式
を
ふ
ま
え
た

も
の
や
、
花
鳥
草
虫
を
エ
ナ
メ
ル
絵
付
け
し
た
も
の
な
ど
で
し
た
が
、

八
五
年
の
日
本
人
画
家
高
島
北
海
（
次
号
で
紹
介
）
と
の
出
会
い
が
、

ガ
レ
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
徹
底
し
て
花
鳥
草
虫
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
、
日
本
的
要
素
の
強
い
作
品
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
様
式
は
、
被
せ
ガ
ラ
ス
な
ど
の
様
々
な
技
法
と
あ
わ
せ
て
、

そ
の
後
次
第
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
模
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＊
十
九
世
紀
末
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
興
っ
た
建
築
・
工
芸
の
新
様
式
。

名
画
へ
の
挑
戦
　
1

モ
ナ
リ
ザ

（
村
瀬
博
春
　
学
芸
主
査
）

近
代
絵
画
（
34
分
）

江
戸
時
代
の
禅
宗
と
禅
宗
美
術

（
北
澤
　
寛
　
学
芸
主
任
）

セ
ザ
ン
ヌ
　
そ
の
孤
独
な
ま
な
ざ
し
Ⅰ
　
青
春
よ
り
は
る
か
遠
く
に
あ
り
て
（
23
分
）

日
本
の
金
工
　
9

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
（
約
45
分
）

J.

S.

バ
ッ
ハ
　
カ
ン
タ
ー
タ
第
5
番
「
わ
れ
は
い
ず
こ
に
逃
れ
る
べ
き
」

カ
ン
タ
ー
タ
第
6
番
「
わ
れ
ら
と
共
に
留
ま
り
た
ま
え
」（
約
45
分
）

指
揮：

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル

演
奏：

ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
ジ
ク
ス
他

保
存
の
は
な
し
　
収
納
箱

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

セ
ザ
ン
ヌ
　
そ
の
孤
独
な
ま
な
ざ
し
Ⅱ
　
南
仏
の
一
刻
の
夕
立
が
（
23
分
）

常
設
展
示
室
案
内
①

橋
本
雅
邦
筆
『
四
季
山
水
図
襖
』
を
め
ぐ
っ
て
（
要
入
場
券
）
（
村
上
尚
子
　
学
芸
員
）

6
／
2(

土)
6
／
3(

日)
6
／
9(
土)

6
／
10(
日)

6
／
16(

土)

6
／
17(

日)

6
／
23(

土)

6
／
24(

日)

6
／
30(

土)

行
　
　
事

月
　
　
日

六
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

※
全
館
休
館
日
は
六
月
二
十
五
日（
月
）〜
二
十
七
日（
水
）で
す
。 内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
橋
本
雅
邦
筆

「
四
季
山
水
図
襖
」

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展（
第
２
展
示
室
）

特
　
集
　
坂
寛
二
・
坂
坦
道

油
絵
と
彫
刻（第

４
展
示
室
）

六
月
二
十
八
日（
木
）〜
七
月
二
十
四
日（
火
）

各
地
の
展
覧
会

六
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

暮
ら
し
に
美
術
を
　
ー
た
と
え
ば
魯
山
人
と
共
に
ー

7
／
1
ま
で

世
田
谷
美
術
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
・
〇
三
ー
三
四
一
五
ー
六
〇
一
一
）

明
治
美
術
再
見
Ⅴ
　
日
本
画
ー
江
戸
の
名
残
・
京
の
薫

6
／
17
ま
で

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
（
千
代
田
区
・
〇
三
ー
三
二
一
三
ー
一
一
一
一
）

茶
の
美
展
　
ー
肥
後
細
川
家
伝
来
・
永
青
文
庫
の
名
品

5
／
25
〜
6
／
24

富
山
県
水
墨
美
術
館
（
富
山
市
・
〇
七
六
ー
四
三
一
ー
三
七
一
九
）

石
黒
宗
麿
の
芸
術
展

7
／
1
ま
で

新
湊
市
博
物
館
（
新
湊
市
・
〇
七
六
六
ー
八
三
ー
〇
八
〇
〇
）

ル
ノ
ワ
ー
ル
展
　
異
端
児
か
ら
巨
匠
へ
の
道
　1870-1892

6
／
24
ま
で

名
古
屋
市
美
術
館
（
名
古
屋
市
中
区
・
〇
五
二
ー
二
一
二
ー
〇
〇
〇
一
）

生
誕100

年
記
念
　
蒲
生
野
を
愛
し
た
画
家
　
野
口
謙
三
展

6
／
9
〜
8
／
19

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
（
大
津
市
・
〇
七
七
ー
五
四
三
ー
二
一
一
一
）

ー
ガ
ラ
ス
工
芸
の
美
ー
　
ル
ネ
ラ
リ
ッ
ク
展

6
／
1
〜
7
／
22

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
（
岐
阜
市
・
〇
五
八
ー
二
六
五
ー
〇
〇
一
〇
）

宮
崎
豊
治
　
ー
眼
下
の
庭
ー

6
／
21
〜
7
／
22

国
立
国
際
美
術
館
（
吹
田
市
・
〇
六
ー
六
八
七
六
ー
二
四
八
一
）

華
麗
な
る
18
世
紀
イ
タ
リ
ア
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
展

6
／
2
〜
7
／
29

京
都
市
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
・
〇
七
五
ー
七
七
一
ー
四
一
〇
七
）

エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

当
館
で
は
「
花
と
装
飾
　
ナ
ン
シ
ー
派
展
」
の
開
催
を
九
月

一
日
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
金
沢
市
の
姉
妹
都
市
で
も
あ
る

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
市
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初

め
に
か
け
、
ガ
ラ
ス
細
工
や
木
工
品
な
ど
の
装
飾
芸
術
で
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
一
拠
点
と
な
っ
た
町
で
す
。
特
に
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
レ
が
マ
ジ
ョ
レ
ル
、
ド
ー
ム
兄
弟
ら
と
と
も
に
始
め
た

近
代
工
芸
運
動
の
こ
と
を
ナ
ン
シ
ー
派
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
月
か
ら
ナ
ン
シ
ー
派
ゆ
か
り
の
人
物
を
三
回
に
分
け
て

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
工
芸
家
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
（
一
八
四
六
〜
一
九
〇
四
）
は
、

北
部
フ
ラ
ン
ス
、
ナ
ン
シ
ー
の
生
ま
れ
で
す
。
父
は
ガ
ラ
ス
業
・
製

陶
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
若
い
頃
に
は
、
ナ
ン
シ
ー
帝
立
高
等
中

学
校
で
哲
学
、
修
辞
学
、
古
典
な
ど
を
学
び
、
文
学
に
深
く
傾
倒
し

ま
す
。
ま
た
植
物
学
に
も
興
味
を
持
ち
、
暇
を
見
つ
け
て
は
植
物
の

ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
卒
業
後
は
二
度
の
ド
イ
ツ

留
学
で
哲
学
、
鉱
物
学
、
彫
刻
、
絵
画
を
学
び
ま
し
た
。

一
八
六
四
年
、
父
の
工
場
に
入
っ
て
陶
器
や
ガ
ラ
ス
器
の
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
し
ま
す
が
、
本
格
的
な
ガ
ラ
ス
技
術
と
会
社
経
営
法
を
学

ぶ
た
め
、
六
六
年
か
ら
さ
ら
に
一
年
間
、
マ
イ
ゼ
ン
タ
ー
ル
の
ガ
ラ

ス
工
場
で
修
業
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
滞
在
を
経
て
、
七

四
年
に
ナ
ン
シ
ー
で
ガ
ラ
ス
工
房
、
八
六
年
に
は
寄
せ
木
細
工
の
家

具
工
房
を
開
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
一
八
八
九
、
一
九
〇
〇
年
の

パ
リ
万
国
博
覧
会
を
は
じ
め
多
く
の
国
際
展
に
出
品
し
、
世
界
的
な

名
声
を
得
ま
す
。
そ
し
て
一
九

〇
一
年
に
は
、
ナ
ン
シ
ー
派
と

呼
ば
れ
る
近
代
工
芸
運
動
を
開

始
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

一
拠
点
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

と
同
時
に
当
代
一
流
の
文
化
人

と
の
多
彩
な
交
友
関
係
を
持
ち

つ
つ
、
傑
出
し
た
表
現
者
ま
た

は
企
業
家
と
し
て
そ
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
の
で
す
。

ガレの肖像
ルイ・エストー
ナンシー派美術館所蔵

＊
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
一
二
号
　
平
成
十
三
年
六
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

六
月
二
十
五
日（
月
）〜
二
十
七
日（
水
）

作
で
は
漆
黒
の
地
に
、
ひ
げ
と
ま
つ
毛
を
線
彫
り
と
し
た
以
外

は
す
べ
て
点
彫
り
で
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
沈
金
技
法
の
第
一
人

者
と
し
て
の
作
者
の
技
量
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
傑
作
と
言

え
ま
す
。
ま
た
、
体
毛
や
尾
な
ど
の
表
現
は
ま
さ
に
点
彫
り
な

ら
で
は
の
も
の
で
、
作
者
の
技
量
が
全
面
に
冴
え
わ
た
っ
た
、

ま
さ
に
代
表
作
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し
ょ
う
。

前
大
峰
は
、
明
治
二
十
三
年
に
輪
島
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
五

年
の
第
十
一
回
帝
展
に
初
入
選
以
来
、
作
家
と
し
て
の
地
位
を

早
く
か
ら
築
き
、
三
十
年
に
は
沈
金
で
国
の
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
、
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
二

年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
石

川
県
の
工
芸
界
の
指
導
者
と
し
て
そ
の
果
た
し
た
功
績
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

沈金猫文「けはひ」飾筥
前　大峰
明治23年（1890）～昭和52年（1977）

昭和38年　1963

幅13.9 奥行26.8 高6.2（cm）

織部分銅形火入
桃山時代

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

先
頃
終
わ
っ
た
吉
田
三
郎
展
は
、
展
示
室
に
た
だ
よ

う
凛り
ん

（
！
）
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
力
強
く
、
と
て
も

見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
月
は
不
思
議
な
絵

で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
。
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
も
、
き
っ
と
多
い
の
で
は
？

さ
て
今
回
の
紹
介
グ
ッ
ズ
は
、
お
店
に
入
っ
て
ま
っ

す
ぐ
奥
の
棚
の
一
角
に
あ
る
「
織お
り

部べ

分
銅
形
湯
飲
」

（
九
谷
焼
）
で
す
。
口
の
あ
た
り
を
分
銅
の
形
に
し
て
、

キ
ュ
ッ
と
胴
を
引
き
締
め
た
と
こ
ろ
が
、
何
と
も
い
い

味
を
出
し
て
ま
す
ね
。
こ
の
湯
飲
み
の
モ
デ
ル
は
館
所

蔵
の
「
織
部
分
銅
形
火
入
」（
左
写
真
上
）
で
す
。
慶

長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
美
濃
は
久
尻
、
元

屋
敷
窯
の
産
で
、
織
部
焼
の
秀
作
で
す
。

織
部
焼
と
い
え
ば
、
大
名
茶
人
古
田
織
部
（
一
五
四

四
〜
一
六
一
五
）
の
指
導
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
も
の
。

異
国
風
、
幾
何
学
的
文
様
な
ど
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
火
入
」
の
方
は
、
も
と
も
と

懐
石
道
具
の
向
付

む
こ
う
づ
け
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
ち
ょ

っ
と
大
振
り
な
の
で
、
火
入
れ
と
し
て
伝
わ
っ
た
よ
う

で
す
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
湯
飲
み
と
し
て
置
い
て
い
ま
す
。

が
、
し
か
し
、
お
客
様
の
中
に
は
、
火
入
れ
と
し
て
お

求
め
の
方
も
少
な
く
な
い
ん
で
す
よ
、
や
は
り
…
。

楕
円
形
の
、
い
わ
ゆ
る
小
判
型
の
箱
の
蓋
表
に
、
何
か
の
気

配
を
感
じ
た
猫
の
一
瞬
の
動
き
を
見
事
に
凝
縮
し
て
い
ま
す
。

作
者
の
猫
好
き
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
早
く
も
昭
和
九
年
の

第
十
五
回
帝
展
に
入
選
し
た
作
品
に
も
取
り
上
げ
る
な
ど
、
猫

を
主
題
に
し
た
作
品
は
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

ほ
ぼ
同
様
な
作
品
が
東
京
国
立
近
代
美
術
館
と
石
川
県
立
輪
島

漆
芸
技
術
研
修
所
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
作
者
に
と
っ
て
最

も
愛
着
の
あ
る
形
体
と
構
図
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で

し
ょ
う
。

作
者
は
、
当
初
線
彫
り
し
か
な
か
っ
た
輪
島
の
沈
金
技
法
に
、

新
た
に
大
小
・
粗
密
・
深
浅
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
、
点
彫

り
の
手
法
を
創
案
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
遠
近
感
や

立
体
感
豊
か
な
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
本

織部分銅形湯飲
（定価9,000円）


